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企業間の請負開発プロセス検証を目的とした枠組みの提案

伏 田 享 平†1

近年，ソフトウェアは年々大規模化・複雑化している．また，開発形態も複雑なものとなり，アウ
トソーシングによる開発形態をとるプロジェクトも少なくない．多重構造を持つ開発プロジェクトに
おいて，発注者が，ソフトウェアが適正な手順で構築されたかを知ることは難しい．本稿では，発注
者の視点からソフトウェアの開発が適正に行われたかを追跡・調査するための枠組みについて述べる．
提案する枠組みでは，契約時に請負先企業にあらかじめ定められた定量データを収集し，納品時にこ
の定量データを納品することを求める．これにより，請負先企業での開発プロセスを検証することが
可能となる．

An Outsourcer-Centered Approach for
Validating Contractors’ Development Process

Kyohei Fushida†1

Recently, software development projects become large-scale and complex increasingly. Es-
pecially, many software development companies for large-scale software outsource some parts
of the development. In these projects, it is difficult that outsourcers manage or validate such
parts of the development. In this paper, we propose a framework for tracking and validating
software developments from a viewpoint of outsourcers. The proposed framework requires
contractors to collect and deliver empirical data specified by outsourcers, and enables out-
sourcers to validate contractors’ development processes.

1. は じ め に

大規模なソフトウェア開発プロジェクトは，オフショ

アを含むアウトソーシングを行うような，多重構造を

もった開発形態であることが多い．このような開発形

態では，発注元企業（以下，発注者と略す）が請負先

企業（以下，請負先と略す）で適正に開発作業が進ん

だかを確認することが非常に困難である．これは，発

注者が請負先での作業を直接管理することは，偽装請

負に相当し，職業安定法や労働者派遣法に抵触するた

めである．

本稿では，発注者が，請負先においてソフトウェア

の開発が適正に行われたかを追跡・調査するための枠

組みを提案する．この枠組みでは，発注者が請負先に

求める開発プロセスの管理要件を「管理指標」の形で

定める．請負先では，開発と同時に発注者が指定した

管理指標に関する定量的なデータを収集し，納品時に

成果物（作成したソフトウェア製品）と同時に管理指

標に関するデータを納める．発注者は，このデータを
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分析することにより，ソフトウェアが適正に開発され

たかを知ることができる．

2. 定量的管理

現在，定量的に測定されたデータに基づく指標を利

用した，ソフトウェア開発プロセスの定量的管理が多

くの企業で試みられている．定量的管理とは，定量的

測定データから導かれる評価指標（管理指標）に基づ

くプロセス管理のことを指す．

本稿で提案する枠組みでは，開発計画を立案する際

にプロセス管理に用いる管理指標を定める．そして，

この管理指標を用いて請負先の開発プロセスの検証を

行う．

3. 提案する枠組み

我々は，2007年度より，STAGE (Software Trace-

ability and Accountability for Global software En-

gineering) プロジェクトを実施している1)．STAGE

プロジェクトでは，ソフトウェア開発を適正な手順で

行っているかどうかを，ソフトウェア発注者が把握で

きるようにするために，エンピリカルデータに基づく

ソフトウェアタグ技術について研究・開発を行ってい



図 1 提案する枠組みの概要
Fig. 1 An overview of the proposed framework.

る．本稿で提案する枠組みは，STAGEプロジェクト

で提案されている枠組みを，アウトソーシングのよう

な，多重構造をとる開発プロジェクトに特化させたも

のである．

提案する枠組みを図 1に示す．まず，発注者は，開

発・管理計画を立案する．この際，開発プロセス管理

に用いる管理指標も選択し，選択した管理指標を利用

するのに必要な定量データの測定・収集活動も開発計

画に組み込む．次に発注者は，この計画に従って，一

部作業を請負先に発注する．この際，納品の条件とし

て，成果物と同時に，管理指標利用に必要な定量デー

タの納品も求める．請負先は，納品時に成果物と収集

した定量データを納品する．発注者は，納品された成

果物を検証する際，適切に開発作業が実施されたかを，

納品された定量データをもとに検証する．

以上の枠組みによって，発注者は請負先における開

発作業を検証することが可能となる．

4. EPDG2

我々のグループは，管理指標を利用した定量的管理

計画の立案作業を支援するシステム EPDG2 を提案

している2),3)．本稿で提案する枠組みの中で，我々は

EPDG2を発注者が開発・管理計画を立案する際に用

いることを検討している．また，EPDG2で作成した

計画に基づいて，データ収集を行う機能，もしくは他

のデータ収集ツールとの連係機能を追加することで，

請負先でのデータ収集時に有効に機能すると考えて

いる．

5. お わ り に

本稿では，多重構造を持つプロジェクトを対象に，

請負先にて適正に作業が遂行されたかを検証するため

の枠組みを提案した．この枠組みを用いることで，発

注者は納品された開発ソフトウェア製品およびその開

発プロセスに関する定量的なデータを用いて，請負先

の開発プロセスを定量的に評価することが可能となる．

ワークショップでは，上記の内容をもとに，以下の

点について特に議論を行いたい．

• プロジェクトの管理を行うにあたって有効な定量
データ．特に，上記のような多重構造をもつプロ

ジェクトの場合に測定すべき定量データ

• プロセス成熟度を測定するのに有効な定量データ
• 定量的管理を実践する際に影響を及ぼす要因
• 定量的管理の実践を支援する有効な手法
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